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防災科学技術研究所では、これまで地震、津波、⽕⼭、
⾵⽔害、⼟砂災害、雪氷災害に関する様々な研究を⾏
い、数多くの研究成果を⽣み出してきました。そして、⽣み
出された研究成果は社会に還元され、災害の抑⽌や軽減
に効果を発揮してきました。
しかし、⾃然の脅威は⼀向になくならず、近年も⽇本は
数多くの災害に⾒舞われています。こうした災害に⽴ち向か
うためには、災害や防災に関する研究成果を統合していく
こと、すなわち「情報」の統合が重要であると考えます。
この取り組みでは、防災科研が研究開発によって⽣み出
した成果を「情報」として捉え、「情報」を1つのプラットフォー
ム（地理空間情報基盤）に統合し、⼆次利⽤が容易な
かたちで発信することを⽬指しています。
スマートフォンが普及している理由として、1つの端末で電
話、メール、カメラ、インターネット、⾳楽鑑賞、⽂書作成等
の様々な機能を利⽤することができることが挙げられます。
これと同様に、災害種別が異なったとしても、「情報」が1つ
のプラットフォームで統合発信されることで、「情報」に合わせ
たプラットフォーム選択が不要となり、「情報」を容易に取り
扱うことが可能になります。しかし実際のところ、災害種別が
異なるとデータの形式が違うため、「情報」の統合や共通形
式での発信は難しいのが現状です。
この取り組みを通じて、個々の「情報」に合わせて⼈々が
柔軟に対応していくのではなく、「情報」の発信を基盤から
共通化することで、個⼈の技術（スキル）にとらわれず、
誰もが「情報」を容易に取り扱える仕組みの実現を⽬指し
ていきます。


